
1 

会 議 摘 録 

会議名称 御幸公園梅
うめ

香
かおる

事業第７回推進会議

日 時 平成２８年１１月１６日（ 水）  １５： ３０～１７： ００

会 場 幸区役所４階区長室

出席者 【 委員】

上野区長（ 委員長）、道路公園センター 吉濵所長（ 副委員長）、鏑木委員、

金井委員、佐野委員、佐藤委員、深瀬委員、高木委員、君和田委員、永田委員、服

部委員

【 関係者】

 総務課 吉原担当係長、原田職員 

【 事務局】

道路公園センター 管理課 笠原係長、藤間主任、長谷川職員 

整備課 箕輪担当課長、田中係長、山下職員、安達職員

欠席者 神谷委員

傍聴者 ２人

配布資料 議事次第

資料１   平成28年度御幸公園梅香事業梅林視察について

資料２   平成29年度うめかおる写真展（ 案） について

資料３   うめかおる寄附・ 募金について（ 案）

資料４   御幸公園梅香事業推進計画（ 案）

参考資料１ 御幸公園梅香事業実施要綱

参考資料２ 御幸公園梅香事業推進会議設置要綱

参考資料３ 「 御幸公園梅香事業」 推進会議名簿

参考資料４ 平成28年度御幸公園梅香事業スケジュール

参考資料５ 計画期間の主な取組（ 案） H27～H36 

参考資料６ 御幸公園梅香事業第６回推進会議摘録

議 題 （ １） 平成28年度御幸公園梅香事業梅林視察について

（ ２） 平成29年度うめかおる写真展（ 案） について

（ ３） うめかおる寄附・ 募金について（ 案）

（ ４） 御幸公園梅香事業推進計画（ 案） について

（ ５） 今後のスケジュール 

決定事項 ◎平成28年度梅林視察の日程は、「 平成29年2月22日（ 水）」 とする。
◎第9回推進会議の日程は、「 平成29年3月22日（ 木） 15： 30～」 とする。
◎平成29年度写真展の名称は、「 平成29年度うめかおる写真展」 とする。  

参考資料6
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会議の内容 

及び 

主な発言 

１  開会

 ○委員長挨拶
御幸公園梅香事業が、より前進し、より素晴らしいものになるようご意見をいた

だきたい。

２ 議題

（ １） 平成28年度御幸公園梅香事業梅林視察について

  事務局から、資料１の説明を行った。

  →平成28年度御幸公園梅香事業梅林視察は、平成29年2月22日に実施する。

（ ２） 平成29年度うめかおる写真展（ 案） について

事務局から、資料２の説明を行った。

  ○応募作品から展示作品を選定する主旨は、公序良俗に反する写真などを排除する
ためであり、作品に優劣を付けるものではない。

  ○応募者の居住地などに関する制限は設けないのか。設けないのであれば、その旨
を記載すると良い。

   →制限は設けない。そのことを募集要項に記載する。
  ○制限に関しては、国の内外も問わないか。
   →問わないものとする。写真展が広く周知され、たく さんの応募があると良い。
  ○ 応募作品の著作権を主催者に帰属すると、応募者が出版などする際に困らない

か。

   →他区での事例を再確認し検討する。
  ○被写体について指定はあるか。
   →梅に関する写真全般とし、指定はしない。まずは実施して課題を顕在化してい

きたい。

→平成29年度写真展の名称は、「 平成29年度うめかおる写真展」 に決定。

（ ３） うめかおる寄附・ 募金について（ 案）

事務局から、資料３の説明を行った。

  ○樹木そのものを寄附する場合はどのように対応するのか。
   →道路公園センターへ申し出てもらい、樹種や規格などを協議して決める。
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  ○寄附・ 募金がどの整備費に充当されるか。
   →梅の木の購入に対して、寄附・ 募金を充てるものと考えている。土壌改良費な

どは区の予算で実施できるよう計画する。

  ○整備するにあたり何に、いく ら必要か。そのための行政の予算で行うもの、また
寄附・ 募金で賄うものなどの内訳を明確にして欲しい。

   →例えば梅の木100 本にいくらかかるなど、全体計画のどの部分に寄附・ 募金
を充当するのか分かる資料を要項に入れる。

  ○梅の木はいく らするのか。
   →樹高2.5ｍ程度で、約5.0万円。
  ○ その木を植えるためにはいく らかかるのか。
   → 20万円から 25万円程度。

○平成29年度は、寄附・ 募金の目標額を 50万円としているが、植樹祭に参加し
た方から既に申し出があり、多数の寄附が見込まれる。場合によっては、初年度

の目標額を100万円、翌年度以降を50万円にするなど場合によっては目標額を

変更することもある。また、目標額を超えた場合でも梅香事業で使用できるよう

に調整する。

（ ４） 御幸公園梅香事業推進計画（ 案） について

事務局から、資料４について変更箇所を抜粋し説明を行った。

委員長から、ページを追って一通りの説明を行った。

  ○土壌改良は梅の木を植える時に完了していないといけないが、どのような手法で
行うのか。

→全体で5,000万円と試算しているが、数年に分けて行う。
  ○ 180本相当の植栽する計画となっている。土壌改良だけ別にしなくても、1本の

植栽と同時に土壌改良を行えば、結果的にすべて行うことになる。

→根が伸びるので、根鉢の周辺も土壌改良を行う予定で費用がかかる。一度に
はできないため、市全体の財政との兼ね合いも考えて進める。

  ○ 25ページの「 おこと」 とは、どういう意味か。
   → 「 行うこと」 の誤字なので修正する。
  ○玉川小学校の校歌に、梅林のことは謳われているか。
  ○御幸小学校の校歌に、梅が出てくるので関係性を紹介できるといい。

（ ５） 今後のスケジュール

  ○第8回御幸公園梅香事業推進会議は、平成28年度梅林視察とし、平成29年2
月22日（ 水） に開催する。
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  ○第9回御幸公園梅香事業推進会議は、平成29年3月22日（ 木） に開催する。

３ その他

（ １）「 武蔵国橘樹郡河崎小向梅林」 について 

事務局から、「 武蔵国橘樹郡河崎小向梅林」 を配布。  

  76から 77ページにかけて、梅香事業が紹介されている。 

  ○御幸公園梅香事業推進計画でも、コラム的にこの冊子を取り上げると良い。

（ ２） 試食会～幸区で販売している梅のお菓子を試食～

2種類の和菓子を試食。

商店名： 吉田屋（ 小向町）     商品名： みゆきの梅（ 170円/個）

   商店名： 新岩城菓子舗（ 南幸町）  商品名： かおり梅 （ 150円/個）

  ○区内で他に梅の商品はあるか。
   →現在、和菓子以外に確認できていない。
（ ３） その他

  ○ 「 御幸地区の歴史・ 文化講演会」 の様子はどのようであったか。
   →約70名の参加があった。
    平成28年12月6日（ 火） に開催する第2回も、同様の応募状況である。

○校長会で学校にある梅の木の数を調べられないか。
  ○校章に梅が入っているのは、小学校で 5校、中学校で 1校。校歌に梅が謳われ

ているのは、小学校で４校、中学校で1校。

  ○「 未来へ向けた取組」の一環として、御幸公園梅香事業推進計画に梅をモチーフ
にした校章や各学校に植えられている梅の木の数などを掲載すると良い。

  ○東芝さんでは、桜の木が印象的ですが、未来科学館を含めて梅の情報があれば教
えて欲しい。

  ○個人宅でも梅の木を植えることを推奨したい。
  ○幸区の「 区の木」 はハナミズキ、「 区の花」 はヤマブキである。これは、区政40

周年を記念し決めたものである。区政50周年では、ウメを加えるアイデアなど

も御幸公園梅香事業推進計画に掲載すると良い。

    以上


